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聴講無料・要申込
定員：200名（申込順 )

お申込み 聴講希望の方は、開催日、お名前、連絡先を記入のうえ、
メール・電話・FAXにて右記までお申込みください。

総合地球環境学研究所 広報室
※アーカイブ配信用に
 ビデオ撮影を行ないます

第 76回

市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車 5番出口すぐ
ご来場に際しては市バス・地下鉄等公共交通機関をご利用
ください。

〒604-0874
京都市中京区竹屋町通烏丸東入る清水町 375番地
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【後援】

京 都 府

〒603-8047　京都市北区上賀茂本山457番地4
http://www.chikyu.ac.jp

講師 窪田 順平
 地球研副所長・教授

くぼた

日 時

中国の
環境問題と向 き合 って風上・風下論を超えた環境研究協力の可能性 　経済成長を

続け、世界第
2位の経済大国

となった

中国にとって
、PM2.5（微

小粒子状物質
）に代表

される大気汚
染をはじめ、

土壌、河川、
湖沼の汚

染などの環境
問題は、大き

な課題となっ
ています。

情報公開が十
分ではない中

で水質汚染、
土壌汚染

が深刻化した
結果、住民の

健康や食の安
全に対し

て、中国の人
々は、強い懸

念を感じてい
ます。

　一方で、 日
中間では砂漠

化防止の植林
活動など

様々な協力や
取り組みがな

されてきてい
ます。

しかし、これ
までは、どう

も日本は自国
の環境技

術や省エネ技
術が優れてい

るという考え
に縛られ

ていて、中国
の現実がうま

く伝わってい
ないよう

にも見えます
。

　今回のセミ
ナーでは、中

国の研究者と
共同して

行ってきた水
資源や砂漠化

問題などの研
究を紹介

しながら、東
アジアとも言

うべき地域の
国際協力

の可能性を皆
さんと考えた

いと思います
。

会 場

じゅんぺい

聞き手 三村 豊
 地球研・センター研究推進員

みむら ゆたか


